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両利きの経営を実現する人・組織の変革メカニズムの構築 ウェルビーイングトランスフォーメーション（WX）
ウェルビーイング向上は「経営実利」であり、、、 、、、両利きの経営、企業価値向上の基盤を作る切り口となる

そのためには戦略起点の変革を設計することが必要であり、、、 、、、多数の経験・知見に基づく変革メカニズム設計を支援できる3 4
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グロービング株式会社 ウェルビーイングトランスフォーメーション（WX）リーダー
パートナー／CWO兼CMO 髙木 健一 kenichi.takagi@globe-ing.comコンタクト

熱狂レベル ロイヤリティ

継続意向 推奨者比率 創造性 生産性

パフォーマンス 幸福度

92％

76%

30%

48%

40％

9%

2%

6%

75％

46%

14%

28%

76％

57%

24%

37%

25.7

22.0

17.6

19.4全体平均

仕事に
熱狂
(4%)

仕事を
楽しむ
(34%)

仕事は
惰性
(62%)
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×3.3

×1.3

×2.4

+3.7

×4.5 +4.4

Don’tsウェルビーイングトランスフォーメーション（WX）

目的 ボトムアップの人事施策設計
ビジョン・戦略の実現

（＝両利きの経営の実現）

目指す
人・組織の姿

従業員にとって働きやすい人・組織
（＝単なる働き方改革）

従業員の内発的動機付けや熱狂・働き甲斐を引き出し、
「勝ち（経営実利）」につながる人・組織

（＝クライアント企業にとっての「Well-being」な状態）

施策設計の
考え方

従業員を十把一絡げに見立てた
雑な施策設計

人材クラスタ等の分析を踏まえた
ツボを押さえた緻密な変革メカニズム・施策設計

施策の担い手 人事部に閉じた仕事
全社（CEO、CHRO、CWO）ないしは

特定部門トップの仕事

人的資本情報
開示／IRとの

関係

規定演技項目の充足や
戦略との紐づけが甘い開示

ビジョン・戦略を踏まえた
意味のある自由演技項目・規定演技項目への落とし込み

2030年ビジョンや中計達成に向けて
どのような人・組織に変革すべきか？

優秀人材を
いかにつなぎとめ、
活躍してもらうか？

WXのスコープ例
全社変革～特定トピックまで幅広く対応

採用
オンボー
ディング

上位層 中下位層

入社後

両
利
き
の
経
営

イノベーション・
企画

IT・デジタル

営業

オペレーション

新規事業
の探索

既存事業
の深耕

主な
経営機能

優秀人材・
高度人材を
いかに獲得
するか？

マンパワーを
いかに獲得
するか？

新卒入社・
中途入社の
早期離脱を
いかに食い
止めるか？

イノベーション
をいかに仕組
み化するか？

IT＝競争力
基盤へいかに
脱皮するか？

営業人材の潜在力を
引き出し、いかに勝てる
営業組織にするか？

人・組織・
カルチャー変革

採用
マーケティング

オンボーディング
UX改善

イノベーション
メカニズム設計

攻めの
IT組織設計

勝てる
営業組織設計

WXのアプローチ
戦略起点で変革を設計・実行

変革実行

メカニズム・
施策・モニタ
リング設計

現状把握

目指す姿
可視化

ビジョン・戦略を踏まえた目指す姿
の可視化（含、経営インタビュー、
ワークショップ、WB検討）
⇨ 戦略×人・組織・ウェルビーイン

グへの知見と経験を活用

経営や現場へのインタビューや
定量的なサーベイで現状可視化
⇨ 人・組織・ウェルビーイングの

知見・分析手法を活用
（含、独自知見）

ゴール達成に向けて有機的につな
がる変革メカニズム・施策、及び、
モニタリングの仕組みを設計
⇨ 戦略×人・組織・ウェルビーイン

グへの知見と経験を活用
⇨ 場合により、UX知見やマーケ

ティング知見も活用

変革メカニズムを押さえた変革の
実行と柔軟な軌道修正
⇨ 「内なる外」の柔軟な伴走

XXXを実現させる挑戦の促進

Hondaイズムの形成

XXX起点の「個」の成長の加速

企業風土

人
・
組
織
の
仕
組
み 個の成長を

引き出す
マネジメント

XXXを
促す

組織権限
構造

XX XXXX

1

3

4

社内転職の仕組み
社内イノベーションを起こす仕組み

＆

挑戦する仲間を見つける仕組み

手上げFA（含、出向） アルムナイ出戻り 抜擢人事

余白の仕組み化（15%等） 社内起業制度

Know Who仕組み化 自然発生的コミュニティ

Hondaイズムの言語化（情理）
Hondaイズムのメッセージング
Hondaイズムのモニタリング

経営の一枚岩化（合宿等） 新Hondaイズムの言語化（クレド）

カルチャー変革専任組織設置 組織のイズム体現度や熱量の可視化

経営リーダーコミットメント可視化 外向きのHondaイズム発信 徹底的な社内コミュ（キャラバン等） スターのチェンジエージェント化

バイネームのイズム体現者のリスト化

XXXを
引き出す
正確な自己認識と自発的な成長の促進

XXX
スター等の
刺激で燃焼

Willを引き出す
コーチング（含、1on1）

スター
露出

スター
表彰

ナレッジ
シェア

アルム
ナイ

出向
受入

360度フィードバック 自己理解（MBTI、Strength Finder等） 自発的トレーニング機会

スピードが挑戦の余白を生み出す

挑戦が
スターを
生み出し
文化に
なる

Hondaイズム指標化（財務連動等）

挑戦が
経営の
実利を

生み出す

スターが
次のスターを
刺激する

スピードが
文化になる

カルチャーとしてのHondaイズムが先鋭化し、「働く意義＝Why Honda？」が明確になる

意思決定力強化によるスピードの発現2
「決めきる＝善」の前提づくり

決めきることの文化への昇華

一定数が着火し自燃型になる 成長と刺激が更なる挑戦心を生み出す

夢起点で成長意欲刺激

仲間とともに
挑戦したくなる

XXX体現者には
場合によりダイナミックな

抜擢人事も

XXXに
惹かれ

熱量の高い
人材が

入社・挑戦
を希望

出島（社内グリーン組織）

オペエク・イノベ組織融合

権限移譲しないと損する前提づくり
会議体及び会議運営ルールの設計 コンフリクト解消プロセスの設計

研修プログラムへの組み込み

組織階層のフラット化 権限委譲の明文化と徹底 360度評価（アップワードFB） エンゲージの部門別可視化・公開

変革実行

非財務インパクト（概算値） 非財務から財務へのパス 財務インパクト（理論値）

ウェルビーイング
1ポイント上昇により・・・・

創造性向上

生産性向上

離職率改善

8％↑

6％↑

8％↓

個人の創造性の向上が新規事業
の革新的なサービス開発につながり
売上が増加

売上増加

費用削減

費用削減

0.3％↑

1.1％↓

0.6％↓

個人の生産性向上が残業時間の
減少につながり費用が削減

離職率改善が採用・教育コストの
減少につながり費用が削減

出所：弊社独自分析

弊社独自調査より
「全国働き手実態・

ウェルビーイング調査2024」
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